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ソ
連
軍
が
国
境
を
越
え
、
関
東
軍
に
対
し
て
一
方
的
に

戦
い
を
挑
ん
で
き
た
の
は
、
我
が
軍
が
ア
メ
リ
カ
な
ど
の

連
合
国
に
無
条
件
降
伏
を
す
る
一
週
間
前
の
昭
和
二
十

（
一
九
四
五
）
年
八
月
九
日
で
あ
る
が
、
そ
の
時
、
私
達

幹
部
候
補
生
は
、
戦
争
が
始
ま
っ
た
の
も
知
ら
ず
に
、
暢

気
に
フ
ラ
ル
ギ
の
嫩
江
で
架
橋
訓
練
を
受
け
て
い
た
の
で

あ
る
。 

不
意
を
つ
か
れ
た
関
東
軍
は
、
ソ
連
軍
の
怒
涛
の
攻
撃

と
蹂
躙
に
な
す
す
べ
も
な
く
敗
退
し
、
戦
い
の
犠
牲
に
な

っ
た
同
胞
の
血
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
緑
豊
か
な
満
州
の

大
地
が
赤
黒
く
染
ま
っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
う
か
が
わ
れ
、

激
動
の
昭
和
が
去
り
、
平
成
の
新
時
代
を
迎
え
た
今
も
、

六
十
余
年
前
の
地
獄
の
戦
場
が
生
々
し
く
よ
み
が
え
っ
て

く
る
。 

私
の
原
隊
は
、
綏
陽
の
第
六
三
三
工
兵
部
隊
で
あ
り
、

部
隊
長
は
、
か
つ
て
「
肉
弾
三
勇
士
」
の
分
隊
長
だ
っ
た

内
田
少
佐
で
あ
る
。 

部
隊
は
転
戦
中
に
ソ
連
の
戦
車
隊
と
激
戦
を
交
え
、
私

が
内
務
班
長
時
代
に
短
期
教
育
を
し
た
第
一
内
務
班
の
年

若
い
初
年
兵
た
ち
は
、
勇
猛
果
敢
に
教
科
書
ど
お
り
に
戦

い
、
悲
し
く
も
散
り
急
い
だ
と
い
う
知
ら
せ
を
牡
丹
江
の

駅
頭
で
奇
蹟
的
に
生
還
し
た
内
田
部
隊
長
か
ら
聞
き
、
思

わ
ず
絶
句
し
た
が
、
そ
の
時
の
シ
ョ
ッ
ク
は
、
今
も
、
私

の
心
の
中
に
、
戦
争
に
対
す
る
憎
し
み
と
一
緒
に
同
居
し

て
い
る
。 

敗
戦
は
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
き

残
っ
た
私
た
ち
幹
部
候
補
生
を
虜
囚
と
い
う
暗
転
の
世
界

へ
追
い
込
ん
だ
。
私
に
と
っ
て
、
シ
ベ
リ
ア
と
い
う
永
久

凍
土
地
帯
で
の
抑
留
生
活
は
、
生
と
死
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

を
賭
け
た
人
生
最
大
の
試
練
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。 

ソ
連
極
東
軍
政
治
部
は
、
私
た
ち
日
本
人
抑
留
者
を
反

軍
・
反
帝
へ
と
洗
脳
す
る
た
め
、
イ
ワ
ン
・
イ
ワ
ノ
ビ
ッ

チ
・
コ
ワ
レ
ン
コ
中
佐
を
発
行
責
任
者
と
し
、
編
集
委
員

長
に
ツ
リ
ロ
コ
フ
大
尉
を
任
命
し
て
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
市
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レ
ー
ニ
ン
街
に
「
日
本
新
聞
社
」
を
設
置
し
、
日
本
人
抑

留
者
の
中
の
親
ソ
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
得
て
新
聞
を
発
行

し
た
が
、
こ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
引
き
金
に
な
っ
て
、
シ

ベ
リ
ア
の
各
収
容
所
に
「
日
本
新
聞
友
の
会
」
が
誕
生
し
、

反
動
分
子
摘
発
の
「
赤
い
民
主
化
の
嵐
」
が
吹
き
荒
れ
、

や
が
て
、
悲
し
い
戦
友
相
克
の
の
ろ
わ
し
い
絵
図
が
描
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
時
の
日
本
側
の
責
任
者
は
、
ソ
連
軍
政
治
部
と
密

着
し
て
権
力
を
欲
し
い
ま
ま
に
ふ
る
い
、
一
時
「
シ
ベ
リ

ア
の
天
皇
」
と
恐
れ
ら
れ
た
諸
戸
文
夫
こ
と
浅
原
正
基
（
昭

和
十
五
年
東
大
卒
）
で
あ
っ
た
。 

私
は
、
直
接
、
浅
原
か
ら
反
動
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
昭
和
二
十
二
年
五
月
、
私
の
中
隊

は
作
業
ノ
ル
マ
が
評
価
さ
れ
て
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
、

ナ
ホ
ト
カ
ま
で
た
ど
り
つ
い
た
そ
の
夜
、
民
主
グ
ル
ー
プ

の
オ
ル
グ
に
「
抑
留
生
活
の
総
括
」
を
迫
ら
れ
た
あ
る
隊

員
が
、
も
の
の
考
え
方
が
教
条
主
義
的
な
オ
ル
グ
に
対
し

「
オ
レ
は
日
本
人
だ
。
日
本
へ
帰
れ
ば
日
本
人
の
生
活
を

す
る
」
と
反
発
し
た
こ
と
が
問
題
と
な
り
「
ミ
カ
ミ
中
隊

は
反
動
だ
、
学
習
が
必
要
で
あ
る
」
と
批
判
さ
れ
、
翌
日
、

着
岸
し
て
い
る
帰
国
船
に
乗
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ば

か
り
で
な
く
、
ナ
ホ
ト
カ
か
ら
約
三
十
里
離
れ
た
ソ
連
極

東
軍
高
射
砲
部
隊
が
管
理
す
る
山
奥
に
逆
送
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
た
め
、
帰
国
は
約
六
カ
月
遅
れ
た
わ
け
だ
が
、
逆

送
後
の
生
活
は
、
幕
舎
生
活
で
あ
り
、
仕
事
は
伐
採
、
そ

の
合
い
間
に
政
治
部
将
校
が
一
カ
月
に
一
度
持
参
す
る

「
ソ
連
共
産
党
史
」
「
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
諸
問
題
」
「
ソ
ビ

エ
ト
憲
法
」「
弁
証
法
的
唯
物
論
」
な
ど
な
ど
、
頭
が
痛
く

な
る
よ
う
な
本
を
タ
タ
キ
台
に
し
た
学
習
の
あ
け
く
れ
だ

っ
た
。
幸
い
一
人
の
落
伍
者
も
な
く
、
昭
和
二
十
二
年
十

一
月
二
十
五
日
、
大
拓
丸
で
故
国
の
土
（
舞
鶴
）
を
踏
ん

だ
が
、
逆
送
さ
れ
た
時
の
教
訓
を
生
か
し
、
二
度
目
の
帰

国
命
令
を
受
け
た
時
は
、
終
始
「
反
軍
・
反
帝
」
の
お
題

目
を
唱
え
て
乗
船
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

シ
ベ
リ
ア
で
死
の
呼
び
声
と
闘
い
続
け
た
青
春
の
試
練

は
、
帰
国
後
の
人
生
の
指
標
と
な
っ
た
だ
け
に
、
綏
陽
・

チ
チ
ハ
ル
・
シ
ベ
リ
ア
時
代
の
わ
が
青
春
に
悔
い
な
し
と
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言
い
聞
か
せ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。 

無 
 

題 

静
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山 

口 
 

 

宗 
 

 

 

シ
ベ
リ
ア
五
年
間
の
生
活
を
思
い
起
こ
し
、
記
憶
に
よ

み
が
え
っ
て
く
る
の
は
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
十

一
月
牡
丹
江
を
出
て
シ
ベ
リ
ア
に
入
り
、
石
炭
云
々
で
上

官
に
顔
面
を
殴
ら
れ
鼻
血
を
多
く
出
し
、
目
の
ふ
ち
が
黒

く
な
る
程
、
発
熱
し
て
食
欲
ゼ
ロ
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
十
一

月
二
十
五
日
。
生
あ
る
限
り
忘
れ
る
事
の
で
き
な
い
日
。 

有
熱
患
者
は
下
車
、
五
人
降
ろ
さ
れ
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
病

院
に
。
歩
行
で
き
ず
雪
の
ち
ら
つ
く
実
に
寒
い
中
、
ジ
ー

プ
で
運
ば
れ
た
。 

ロ
シ
ア
語
が
通
じ
ず
手
ま
ね
で
病
院
に
入
れ
ら
れ
、
五
、

六
人
部
屋
は
、
満
州
人
・
朝
鮮
人
ば
か
り
。
時
に
耳
に
入

っ
た
の
が
三
人
死
亡
し
た
こ
と
。
あ
と
は
渡
辺
と
自
分
だ

け
と
言
わ
れ
た
時
、
俺
は
死
ぬ
の
だ
と
直
感
し
た
。
氷
で

光
る
床
を
、
や
っ
と
這
い
ず
り
ト
イ
レ
に
行
く
。
朝
食
の

黒
パ
ン
・
角
砂
糖
は
す
ぐ
に
持
ち
去
ら
れ
何
も
食
べ
ず
。




